
水道事業 下水道事業
水道は、市民の快適な生活や産業活動の進展に欠くことのできな
い都市の基幹施設であり、安全で良質な水を安定して供給すると
ともに、東日本大震災を踏まえた地震対策の推進など、災害時に
おける安定給水の確保を目指し、耐震化を考慮した水道施設の更
新に取り組んでいます。
水需要については人口が年々増加しているものの、節水型社会構
造への変化などからほぼ横ばいで推移しています。
財政面では、行財政改革などによる経費節減を推進したことによ
り、当年度純利益が８．２億円生じましたが、今後も、再構築計
画や施設の耐震化などに伴う建設改良事業を推進していくことか
ら、水道経営の健全化に取り組んでまいります。

下水道は、快適な生活環境の実現と公共用水域の水質保全及び雨
水排除等のために欠かせない基幹施設であり、下水道機能の維持
向上を図るための維持管理と更新、また、東日本大震災を踏まえ
た耐震化など、優先順位や重点化を配慮した建設整備に取り組ん
でいます。
財政面では、これまでの事業運営の効率化などにより、前年度に
引き続き当年度純利益が８．６億円生じましたが、過去の建設投
資の影響により、いまだ企業債未償還残高が高い水準にあり、依
然として厳しい財政状態にあることから、今後も引き続き経営の
自立に向け、より一層の経営の効率化を推進してまいります。
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収益 315.3億円－費用 307.1億円＝当年度純利益 8.2億円 収益 367.8億円－費用 359.2億円＝当年度純利益 8.6億円

営業課　　  044-200-3359　　　044-200-3996営業課　　  044-200-3359　　　044-200-3996
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一般家庭1か月15m3使用した場合の水道料金（税抜） 一般家庭1か月15m3使用した場合の下水道使用料（税抜）

収益 費用 収益 費用

※汚水処理は下水道使用料で、雨水の排除は税金で負担するしくみとなっています。

平成24年度決算 上下水道局のお財布
事情をご紹介します
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水道事業体のある大都市比較（20都市・東京都含む） 下水道事業体のある大都市比較（20都市・東京都含む）

※川崎市の料金は５０円の軽減措置を含まない。
※15m3 は、川崎市の 1か月平均使用水量 ※15m3 は、川崎市の 1か月平均使用水量

経　営　収　支 経　営　収　支

水道料金１００円の使い道

神奈川県内広域水道企業団
からの受水にかかる費用

水道水を浄水場から
お客さままで配る費用

料金徴収
その他の費用

原水をダムなどから浄水場まで
運び、水道水にするための費用

下水道使用料１００円の使い道

汚水を水処理セン
ターまで運ぶ費用

使用料徴収
その他の費用

汚水をきれい
にする費用

施設の建設・改良・耐震化に
かかる借入金の返済などの費用

施設の建設・改良・耐震化に
かかる借入金の返済などの費用

財務課[水道経理]　　  044-200-3106　　　044-200-0376 財務課[下水道財務]　　  044-200-2887　　　044-200-0376

32円18円 16円6円 28円 5円 11円16円 68円

（円） （円）

かわさきの上下水道　No.14　平成 25 年 12 月

みなさまからのご意見・ご要望などのお手紙をお待ちしています。〒210-8577川崎市上下水道局サービス推進課（郵便番号と宛名だけで届きます）
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